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「加藤孝造試作品展」～多彩な技法にチャレンジした人間国宝～を開催しています

当所では、1911年の創立以来、美濃焼業界に対して数多くの試作を行ってきました。1951年から18年間
当研究所の職員だった人間国宝の加藤孝造氏は、多彩な技法を用いた試作をしています。
今回、加藤孝造試作品展と題し、当研究所在職中の試作品57点を展示しています。試作時の苦労話も併

せて紹介している試作もあります。また、影響を与えた人物として人間国宝である加藤土師萌氏の試作品
10点も展示いたしますので、この機会に是非ご覧ください。

志野八角削ぎ花瓶

天目柿土瓶

、

・入館時に検温を実施し、37.5℃以上のお客様は入館をお断りする
ことがあります。

・来所時には、必ずマスクを着用してください。
・入り口での手指消毒を必ず行ってください。

■日 時：令和3年10月1日(金)から12月28日(火)まで
9時から16時(土曜日、日曜日、祝日を除く)

■場 所：当所展示室(多治見市星ヶ台3－11)
■内 容：人間国宝である加藤孝造氏の試作品５７点、

加藤土師萌氏の試作品１０点を展示。
■申 込：電話による事前予約制。

閲覧時間1時間以内。1グループ5名以内。
■入場料：無料
なお、ご来所の際は新型コロナウィルス感染拡大対策へ

のご協力をお願いします。
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当所では、中小企業の技術者の皆様の技術力向上の一助として頂くため、技術者研修を開催しています。本年
度実施分として、これまでに専門技術研修と分野横断応用研修を開催しました。今後の予定では、分野横断応用研
修を開催します。

次世代企業技術者育成事業について

専門技術研修では、「ダミ筆を使った染付の基礎」と
題しまして、7月14日から8月4日までの毎週水曜日に全4

回をかけて、幅広く知識や技術を習得するため、デッサ
ンと染付技法を学ぶ研修を開催しました。

講師には、(公社)日本工芸会正会員で瀬戸染付工芸館指
導員である大谷昌拡氏をお招きしました。受講生の方々
は、植物スケッチの手法やスケッチからのパターン化・
レイアウトを行った下絵、面相筆・付立て筆・ダミ筆な
どの各筆を用いた染付表現方法を学びました。

分野横断応用研修では、先端的な機器活用などを図り
技術力、開発力の向上を目的としています。初めて装置
を使用する方々に対して、装置の原理や操作方法をご紹
介します。

8月27日に開催予定であった、セラミックス研究所開放
機器であるフラッシュアナライザーによる熱伝導率測定
装置の機器取扱研修を、コロナ蔓延防止のため延期し、
11月18日に開催します。(株)ネッチ・ジャパンから講師を
お招きして、ご指導いただきます。受講生の方々には、
フラッシュアナライザーによる熱伝導率測定装置の原理
を学んだり、熱伝導率測定装置の操作方法の習得をして
いただきます。(募集は締め切りました。)

12月には、セラミックス研究所開放機器であるレーザ
ー顕微鏡の機器取扱研修を開催する予定です。詳細が決
まりましたら、当所Webサイト上でご案内します。皆様の
お越しをお待ちしております。

■専門技術研修「ダミ筆を使った染付の基礎」 ■分野横断応用研修

● 「熱伝導率測定装置活用」

● 「レーザー顕微鏡活用」

、

予告

延期
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